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船舶事故調査報告書 

 

                                平成２４年６月７日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

委   員  庄 司 邦 昭 

委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突（岩場） 

発生日時 平成２４年１月１５日（日） １３時００分ごろ 

発生場所 静岡県下田市神子
み こ

元
もと

島江ノ口湾 

 神子元島灯台から真方位２２５°１００ｍ付近 

（概位 北緯３４°３４.５′ 東経１３８°５６.４′） 

事故調査の経過 平成２４年３月９日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

遊漁船 ブラックエンゼルいそじ、１９トン 

 ２９２－４６０７９静岡、三軒屋海運有限会社 

 １６.２９ｍ（Lr）×３.８８ｍ×１.６３ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関２基、８４２.８kＷ（合計）、平成５年１月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ３０歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日 平成１３年３月５日   

免許証交付日 平成２２年１０月７日 

         （平成２８年３月４日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 船首部破損 

 事故の経過 

 

本船は、船長が１人で乗り組み、釣り客１０人を乗せ、神子元島におい

て、船長が、釣り客を同島に上陸させたのち、同島周辺で漂泊待機してい

たところ、波が高くなってきたので、釣り客を帰港させることとした。 

本船は、釣り客を順次乗船させ、残り５人の釣り客を乗船させるため、

神子元島江ノ口湾入口の岩場に接近していたところ、うねりで上昇した船

首部が引き波で下降し、平成２４年１月１５日１３時００分ごろ船首部と

岩場とが衝突した。 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 西、風力 ５、視界 良好 

海象：波高 約２.５ｍ、潮汐 下げ潮の中央期 

 その他の事項 本船は、船首を岩場等に押し付けて釣り客を乗船させることとしてい

た。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし  

あり 

本船は、神子元島江ノ口湾において、同島に上

陸させていた釣り客を乗船させようとして岩場に
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接近中、うねりで上昇した本船船首部が引き波で

下降したことから、船首部と岩場とが衝突したも

のと考えられる。 

原因 本事故は、本船が、神子元島江ノ口湾において、同島に上陸させていた

釣り客を乗船させようとして岩場に接近中、うねりで上昇した船首部が引

き波で下降したため、船首部と岩場とが衝突したことにより発生したもの

と考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考えられ

る。 

・波の状況を見計らって岩場に接近すること。 

 




